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ＩＦ利用の手引きの概要―日本病院薬剤師会― 

 

１．医薬品インタビューフォーム作成の経緯 

 医療用医薬品の基本的な要約情報として医療用医薬品添付文書（以下、添付文書と略す）がある。 

医療現場で医師・薬剤師等の医療従事者が日常業務に必要な医薬品の適正使用情報を活用する際には、

添付文書に記載された情報を裏付ける更に詳細な情報が必要な場合がある。 

 医療現場では、当該医薬品について製薬企業の医薬情報担当者等に情報の追加請求や質疑をして情

報を補完して対処してきている。この際に必要な情報を網羅的に入手するための情報リストとしてイ

ンタビューフォームが誕生した。 

 昭和63年に日本病院薬剤師会（以下、日病薬と略す）学術第２小委員会が「医薬品インタビュー

フォーム」（以下、ＩＦと略す）の位置付け並びにＩＦ記載様式を策定した。その後、医療従事者向

け並びに患者向け医薬品情報ニーズの変化を受けて、平成10年９月に日病薬学術第３小委員会におい

てＩＦ記載要領の改訂が行われた。 

 更に10年が経過した現在、医薬品情報の創り手である製薬企業、使い手である医療現場の薬剤師、

双方にとって薬事・医療環境は大きく変化したことを受けて、平成20 年９月に日病薬医薬情報委員

会において新たなＩＦ記載要領が策定された。 

２．ＩＦとは 

 ＩＦは「添付文書等の情報を補完し、薬剤師等の医療従事者にとって日常業務に必要な、医薬品の

品質管理のための情報、処方設計のための情報、調剤のための情報、医薬品の適正使用のための情報、

薬学的な患者ケアのための情報等が集約された総合的な個別の医薬品解説書として、日病薬が記載要

領を策定し、薬剤師等のために当該医薬品の製薬企業に作成及び提供を依頼している学術資料」と位

置付けられる。 

 ただし、薬事法・製薬企業機密等に関わるもの、製薬企業の製剤努力を無効にするもの及び薬剤師

自らが評価・判断・提供すべき事項等はＩＦの記載事項とはならない。言い換えると、製薬企業から

提供されたＩＦは、薬剤師自らが評価・判断・臨床適応するとともに、必要な補完をするものという

認識を持つことを前提としている。 

[ＩＦの様式] 

①規格はＡ４判、横書きとし、原則として９ポイント以上の字体（図表は除く）で記載し、一色刷り

とする。ただし、添付文書で赤枠・赤字を用いた場合には、電子媒体では、これに従うものとする。 

②ＩＦ記載要領に基づき作成し、各項目名はゴシック体で記載する。 

③表紙の記載は統一し、表紙に続けて日病薬作成の「ＩＦ利用の手引きの概要」の全文を記載するも

のとし、２頁にまとめる。 

［ＩＦの作成］ 

①ＩＦは原則として製剤の投与経路別（内用剤、注射剤、外用剤）に作成される。 

②ＩＦに記載する項目及び配列は日病薬が策定したＩＦ記載要領に準拠する。 

③添付文書の内容を補完するとのＩＦの主旨に沿って必要な情報が記載される。 

 



 

 

④製薬企業の機密等に関するもの、製薬企業の製剤努力を無効にするもの及び薬剤師をはじめ医療従

事者自らが評価・判断・提供すべき事項については記載されない。 

⑤「医薬品インタビューフォーム記載要領 2008」（以下、「ＩＦ記載要領 2008」と略す）により作

成されたＩＦは、電子媒体での提供を基本とし、必要に応じて薬剤師が電子媒体（ＰＤＦ）から印

刷して使用する。企業での製本は必須ではない。 

［ＩＦの発行］ 

①「ＩＦ記載要領 2008」は、平成 21 年 4 月以降に承認された新医薬品から適用となる。 

②上記以外の医薬品については、「ＩＦ記載要領 2008」による作成・提供は強制されるものではな

い。 

③使用上の注意の改訂、再審査結果又は再評価結果（臨床再評価）が公表された時点並びに適応症の

拡大等がなされ、記載すべき内容が大きく変わった場合にはＩＦが改訂される。 

３．ＩＦの利用にあたって 

 「ＩＦ記載要領2008」においては、従来の主にＭＲによる紙媒体での提供に替え、ＰＤＦファイル

による電子媒体での提供を基本としている。情報を利用する薬剤師は、電子媒体から印刷して利用す

ることが原則で、医療機関でのＩＴ環境によっては必要に応じてＭＲに印刷物での提供を依頼しても

よいこととした。 

 電子媒体のＩＦについては、医薬品医療機器総合機構の医薬品医療機器情報提供ホームページに掲

載場所が設定されている。 

 製薬企業は「医薬品インタビューフォーム作成の手引き」に従って作成・提供するが、ＩＦの原点

を踏まえ、医療現場に不足している情報やＩＦ作成時に記載し難い情報等については製薬企業のＭＲ

等へのインタビューにより薬剤師等自らが内容を充実させ、ＩＦの利用性を高める必要がある。また、

随時改訂される使用上の注意等に関する事項に関しては、ＩＦが改訂されるまでの間は、当該医薬品

の製薬企業が提供する添付文書やお知らせ文書等、あるいは医薬品医療機器情報配信サービス等によ

り薬剤師等自らが整備するとともに、ＩＦの使用にあたっては、最新の添付文書を医薬品医療機器

情報提供ホームページで確認する。 

 なお、適正使用や安全性の確保の点から記載されている「臨床成績」や「主な外国での発売状況」

に関する項目等は承認事項に関わることがあり、その取扱いには十分留意すべきである。 

４．利用に際しての留意点 

 ＩＦを薬剤師等の日常業務において欠かすことのできない医薬品情報源として活用して頂きたい。

しかし、薬事法や医療用医薬品プロモーションコード等による規制により、製薬企業が医薬品情報と

して提供できる範囲には自ずと限界がある。ＩＦは日病薬の記載要領を受けて、当該医薬品の製薬企

業が作成・提供するものであることから、記載・表現には制約を受けざるを得ないことを認識してお

かなければならない。 

 また製薬企業は、ＩＦがあくまでも添付文書を補完する情報資材であり、今後インターネットでの

公開等も踏まえ、薬事法上の広告規制に抵触しないよう留意して作成されていることを理解して情報

を活用する必要がある。   

（2008年9月）
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Ⅰ 概要に関する項目 

 

１. 開発の経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.製品の治療学的・製

剤学的特性２),３),４) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1980年代、米国ジョンソン・エンド・ジョンソン社は自社が発売するグルタル

アルデヒド製剤の結核菌殺菌効果を増大させる添加物について検討中、フタ

ラールをグルタルアルデヒド製剤に添加すると、結核菌に対する殺菌効果が劇

的に増大することを発見した１)。このことからフタラールの殺菌効果が示唆さ

れ、消毒薬としてフタラールの研究開発を開始した。 

1988年以降、当社およびジョンソン・エンド・ジョンソン グループは合成研

究、製剤研究、非臨床試験、臨床試験、器具に対する適合性試験、等々、を実

施した。臨床試験は1991年にカナダ、1996年にオーストラリア、1998～1999年

に日本で行われた。 

 

（１）微生物中のリジンやヒスチジン残基とも反応しやすいので、微生物に対

して迅速に効力を発揮する。 

（２）菌の脂質に富んだ外層へ取り込まれやすく、Mycobacterium chelonae な

どの抗酸菌にも有効で、交差耐性がない。 

（３）アルデヒド基が共役二重結合を介して芳香環と共鳴するので、その反応

性が強いと推測される。 

（４）したがって、使用に際して活性化の必要がない。 

（５）使用時に重合による有効成分の含量低下が見られず安定である。 

（６）有機物存在下においても、速やかに効力を発揮する。 
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Ⅱ 名称に関する項目 

１. 販売名 

１）和名 

 

２）洋名 

 

 

３）名称の由来 

 

 

２. 一般名 

１）和名(命名法) 

 

２）洋名(命名法) 

 

３）ステム 

 

３. 構造式又は示性式 

 

 

 

 

 

４. 分子式及び分子量 

 

 

５. 化学名(命名法)  

 

６. 慣用名、別名、略

号、記号番号 

 

７. ＣＡＳ登録番号 

  

ディスオーパ® 消毒液 0.55％ 

 

DISOPA® Solution 0.55％ 

海外販売名：Cidex®OPA 

 

ディス（DIS）は disinfection（殺菌･消毒）に、オーパ（OPA）はortho-phthal-

aldehyde に由来する。 

 

 

フタラール(ＪＡＮ) 

 

Phtharal 

 

不明 

 

 

 

 

 

 

 

分子式：Ｃ８Ｈ６Ｏ２ 

分子量：134.13 

 

Benzene-1,2-dicarbaldehyde 

 

Ortho-phthalaldehyde, 2-Formylbenzaldehyde 

 

 

643-79-8 
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Ⅲ 有効成分に関する項目 

 

１. 物理化学的性質 

１）外観・性状 

 

 

２）溶解性 

 

 

 

３）吸湿性 

 

４）融点(分解点)、

沸点、凝固点 

 

５) 酸塩基解離定数 

 

６) 分配係数 

 

 

 

 

７) その他の主な示

性値 

 

２.有効成分の各種条

件下における安定

性 

 

３. 有効成分の確認試

験法 

 

４. 有効成分の定量法 

 

  

有効成分フタラールは微黄色～黄色の結晶で、強いアーモンド様のにおいがあ

る。 

 

本品はメタノール、エタノール(95)および 1-オクタノールに溶けやすくアセ

トニトリルにやや溶けやすい。ジエチルエーテルおよび水にはやや溶けにく

い。 

 

なし。 

 

融点：54～57℃ 

 

 

該当資料なし。 

 

 

 

 

 

 

フタラール 0.5 W/V ％液のｐＨは約 5.1である。 

 

 

36か月で安定であった。 

 

 

 

紫外吸収スペクトル、赤外吸収スペクトルによる。 

 

 

ガスクロマトグラフ法による。 

 

pH 分配係数(1-ｵｸﾀﾉｰﾙ/緩衝液)

５ 27 

７ 27 

９ 26 

Ⅲ 
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  製剤に関する項目 

 

１. 剤  形 

１）投与経路 

 

２）剤形の区別、規格

及び性状 

 

 

 

 

 

 

 

３）製剤の物性 

 

４）識別コード 

 

５）pH、浸透圧比、粘

度、比重、無菌の

旨及び安定なpH域

等 

 

６）無菌の有無 

 

 

２. 製剤の組成 

１）有効成分(活性成

分)の含量 

 

２）添加物 

 

 

 

  

被消毒物を液剤に完全に浸漬する。 

 

１)剤  形 

液  剤 

 

２)規  格 

弊社の規格による。 

 

３) 性  状 

淡青色澄明の液で、においはないか、又はわずかにアルデヒド臭がある。

 

ｐＨは 7.2～7.6 である。 

 

該当しない。 

 

測定項目 変      化 

ｐＨ 7.2～7.6 

粘  度 該当資料なし。 

比 重 該当資料なし。 

 

該当資料なし。 

 

 

 

100 mL中に フタラール 0.55 g を含有する。 

 

 

リン酸水素２Ｋ、リン酸二水素Ｋ、ヒドロキシエチルエチレンジアミン三酢酸

３Ｎａ、クエン酸、安定剤、ｐＨ調節剤、緑色 201 号 

 

Ⅳ 
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３）添付溶解液の組

成及び容量 

 

３.用時溶解して使用す

る製剤の調整法 

 

４.懸濁剤、乳剤の分散

性に対する注意 

 

５.製剤の各種条件下

における安定性 

 

 

６.溶解後の安定性 

 

７.他剤との配合変化

（物理化学的変化） 

 

８.溶出性 

 

９.生物学的試験法 

 

10.製剤中の有効成分

の確認試験法 

 

11.製剤中の有効成分

の定量法 

 

12.力価 

 

13.混入する可能性の

ある夾雑物 

 

 

 該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

日局パラホルムアルデヒドの確認試験(２)の方法を準用。 

 

 

高速液体クロマトグラフ法による。 

 

 

該当しない。 

 

なし。 

保存条件 期  間 保 存 形 態 結  果 

25℃、RH 60％ 36か月 遮光性のﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製容器  0.2％の含量低下 

40℃、RH 75％ ６か月 遮光性のﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製容器 12.3％の含量低下 

25℃、RH 90％ ２か月 褐色ｽｸﾘｭｰ管(開栓) 32.9％の含量低下 

60℃ ２か月 褐色ｶﾞﾗｽｱﾝﾌﾟﾙ  0.9％の含量増加 
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14.治療上注意が必要な

容器に関する情報 

 

15.刺激性５) 

 

 

 

 

 

16.その他 

 

 該当なし。 

※Ⅹ.管理的事項に関する項目の 7.容器の材質に記載。 

 

眼一次刺激性 

0.56％フタラール液 0.1 mL を11週令の雌雄 New Zealand white ウサギ各 3

匹の左眼に点眼し、1、24、48、72 時間および 4 日後に眼障害性を調べた

結果、角膜および虹彩には異常は認められなかった。結膜には点眼１時間後

から72時間後まで紅斑および分泌物が認められたが、4 日後には消失した。

 

該当資料なし。 
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Ⅴ 治療に関する項目 

１. 効能又は効果 

 

２. 用法及び用量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 臨床成績 

１）臨床データパッ

ケージ 

（2009年４月以

降承認品目） 

 

２) 臨床効果 

 

３）臨床薬理試験： 

忍容性試験 

 

４）探索的試験： 

用量反応探索 

試験 

 

５) 検証的試験 

（１）無作為化平行 

用量反応試験 

 

 医療器具の化学的殺菌・消毒。 

 

１）調製法 

本剤は原液のまま使用すること。 

２）使用方法10） 

(１)医療器具等は本剤に浸漬させる前に水又は酵素洗浄剤を用いて十分に洗

浄する。 

(２)通常、器具等の消毒には、本剤に５分以上浸漬させる。 

(３)浸漬後、取り出した器具等は、水又は滅菌水で十分にすすぎ、本剤を除去

する。 

(４)細孔を有する等構造の複雑な器具類は、内孔部への注入等の操作により、

本剤と十分に接触させること。またすすぎの際、内孔部への水の注入等の

操作により、本剤を十分に除去すること。 

 

 

該当しない。 

 

 

 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

 

 

 

該当しない。 

 

Ⅴ 
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（２）比較試験 

 

（３) 安全性試験 

 

（４) 患者・病態 

別試験 

 

６) 治療的使用 

（１）使用成績調

査・特定使用

成績調査（特

別調査）・製造

販売後臨床試

験（市販後臨

床試験） 

 

（２）承認条件とし

て実施予定の

内容又は実施

した試験の概

要 

 該当しない。 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

 

 

該当しない。 

 

 

 

 

 

 

 

該当しない。 
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Ⅵ 薬効薬理に関する項目 

 

１. 薬理学的に関連あ

る化合物又は化合

物群 

 

２. 薬理作用 

１）作用部位・作用

機序２),４),13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）薬効を裏付ける

試験成績 

 グルタルアルデヒド 

 

 

 

 

フタラールのもつアルデヒド基が、菌体の細胞外膜や細胞外壁の一級アミン、

－ＳＨ基並びに蛋白と結合し、殺菌効果を示すと考えられる。フタラールの２

つのアルデヒド基は共役二重結合を介して芳香環と共鳴してenol cation (＝

Ｃ＋－ＯＨ)を生じ、その反応性が強いので低濃度、短時間で効力が発現すると

推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細菌、芽胞、真菌、ウイルスに対して有効である。 

１)殺菌作用 

①Staphylococcus aureus, Salmonella choleraesuis, Pseudomonas aerugi-

nosa に対して５分以内に殺菌効果を示した。Mycobaterium bovis BCGに

対して、５分以内に殺菌効果を示した14)。 

②Bacillus subtilisの芽胞を８時間で、Clostridium sporogenesの芽胞を10

時間で殺芽胞効果を示した。C. sporogenesに対して60分で６log10減少を示

した15),16)。 

③Trichophyton mentagrophytesに対して５分以内に殺菌効果を示した14)。 

④臨床における内視鏡検査で使用した30台の気管支内視鏡、35台の胃内視

鏡、35台の大腸内視鏡は 1.00×101～ 4.25×106 個のグラム陽性菌、グラ

ム陰性菌、真菌で汚染されていたが、0.5 ％ OPA液による５分間の消毒で、

殺菌された17)。 
 

Ⅵ 

Ｃ＝Ｏ 

Ｈ 

Ｈ 

Ｃ＝Ｏ 

Ｃ＋－Ｏ－Ｈ

Ｈ 

Ｃ－Ｏ－ 
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  ⑤内視鏡、(上部及び下部消化管用)に付着していた細菌（グラム陽性菌：ブ

ドウ球菌、レンサ球菌等、グラム陰性菌：大腸菌、緑膿菌等）、真菌(カン

ジダ属）に対して５分で殺菌効果を示した18)。 

２)ウイルス不活化作用14),19) 

ポリオウイルス、アデノウイルス、単純ヘルペスウイルス、コクサッキー

ウイルス、ヒト型コロナウイルス、HIV-１等を５分以内に不活化した。 

３)医療器具類の滅菌・消毒 

医療器具類の滅菌・消毒は器具類をクリティカル器具、セミクリティカル

器具、ノンクリティカル器具に分けて考えることが重要で、まとめると次

の様になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４)薬理学的特徴 

殺菌消毒剤には高水準消毒剤、中水準消毒剤、低水準消毒剤があり、それ

らの特徴をまとめると次のようになる20)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 : 糸状菌を含まない 

*2 : 肝炎ウイルスを除く 

細 菌 ウイルス*2 

 
増殖型 結核菌 芽胞

 

脂質を含ま

ない小型サ

イズ 

脂質を含む

中型サイズ 

高水準消毒剤  ＋  ＋  ±*3 ＋ ＋ ＋ 

中水準消毒剤  ＋  ＋  ±*4 ＋ ± ＋ 

低水準消毒剤  ＋  －  － ＋ - ± 

 クリティカル セミクリティカル ノンクリティカル 

概   念 皮膚内、粘膜

内、脈管系に

入るものや、

通常、無菌状

態の体組織内

で使用される

もの 

粘膜に接触するが、通

常、無菌状態の体組

織内では使用されな

いもの 

無傷皮膚に接触する

だけのもの 

医療器具例 腹腔鏡 消化器内視鏡  

滅菌・消毒

滅  菌 

滅菌。滅菌できない

場合は高水準消毒剤

による消毒 

洗浄または低・中水

準消毒剤による消毒 

 

真菌*1
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３) 作用発現時間・ 

持続時間 

 *3：消毒薬と長時間接触した時のみ有効 

*4 : 殺芽胞効果を示すものがある 

＋：有効   －：無効  ±：菌種により無効の場合がある 

 

高水準消毒剤 

大量の芽胞を除いてすべての微生物を殺滅。 

例えば 

フタラール(ディスオーパ消毒液 0.55％) 

グルタルアルデヒド(サイデックスプラス28 3.5％液) 

中水準消毒剤 

芽胞以外のすべての微生物を殺滅するが、中には殺芽胞性を示すものが

ある。 

例えば 

次亜塩素酸ナトリウム 

消毒用エタノール 

ポビドンヨード 

クレーゾ－ル石鹸 

低水準消毒剤 

結核菌などの抵抗性を有する菌および消毒薬に耐性を有する一部の菌以外

の微生物を殺滅。 

例えば 

４級アンモニウム塩 

クロルヘキシジン 

両性界面活性剤 

 

作用発現時間：浸漬後５分間以上 

持続時間：開封後１４日以内 
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Ⅶ 薬物動態に関する項目 

１. 血中濃度の推移・

測定法 

１) 治療上有効な血

中濃度 

 

２) 最高血中濃度到

達時間 

 

３) 臨床成績で確認

された血中濃度 

 

４) 中毒域 

 

５) 食事・併用薬の

影響 

 

６) 母集団（ポピュ

レーション）解

析により判明し

た薬物体内動態

変動要因 

 

２. 薬物速度論的パラ

メータ 

１) コンパートメン

トモデル 

 

２) 吸収速度定数 

 

３) バイオアベイラ

ビリティ 

 

４) 消失速度定数 

  

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

 

 

 

 

 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

Ⅶ 
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５) クリアランス 

 

６) 分布容積 

 

７) 血漿蛋白結合率 

 

３.吸  収 

 

４. 分  布 

１) 血液-脳関門通

過性 

 

２) 血液－胎盤関門

通過性 

 

３) 乳汁中への移行

性 

 

４) 髄液への移行性 

 

５) その他の組織へ

の移行性 

 

５. 代  謝 

１) 代謝部位及び代

謝経路 

 

２) 代謝に関与する

酵素(CYP450等)

の分子種 

 

３) 初回通過効果の

有無及びその割

合 

 該当しない。 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

 

 

該当しない。 

 

 



− 14 − 

４) 代謝物の活性の

有無及び比率 

 

５) 活性代謝物の速

度論的パラメー

タ 

 

６. 排 泄 

１）排泄部位及び経路 

 

２）排泄率 

 

３）排泄速度 

 

７. 透析等による除去

率 

 

 

 

 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

 

 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

該当しない。 
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Ⅷ 安全性(使用上の注意等)に関する項目22) 

 

１. 警告内容とその理由 

 

 

 

２. 禁忌内容とその理由

（原則禁忌を含む） 

 

 

３. 効能又は効果に関

連する使用上の注

意とその理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 超音波白内障手術器具類には本剤を使用しないこと。 

経尿道的検査又は処置のために使用する医療器具類には本剤を使用しないこ

と。 

 

超音波白内障手術器具類には本剤を使用しないこと。 

経尿道的検査又は処置のために使用する医療器具類には本剤を使用しないこ

と。 

 

＜効能・効果に関連する使用上の注意＞ 

（１）本剤にて消毒を行った超音波白内障手術器具類を使用した患者に，水疱

性角膜症等があらわれたとの報告があるので，超音波白内障手術器具類

には本剤を使用しないこと。 

（２）本剤にて消毒を行った膀胱鏡を繰り返し使用した膀胱癌既往歴を有する

患者に，ショック・アナフィラキシー様症状があらわれたとの報告があ

るので，経尿道的検査又は処置のために使用する医療器具類には本剤を

使用しないこと。 

（３）用途 

本剤は微生物又は有機物により汚染された器具の化学的殺菌・消毒に使

用すること。 

（４）対象器具 

内視鏡類､レンズ装着の装置類、麻酔装置類、人工呼吸装置類、外科手術

用器具、産科用器具，歯科用器具又はその補助的器具、注射筒、体温計

並びにゴム・プラスチック製器具類等で加熱による殺菌・消毒ができな

いもの。ただし、生体の無菌域に使用される医療器具類は適切な滅菌処

理を行うこと。 

（５）本剤との適合性 

・人工透析用ダイアライザー等，再使用が推奨されていない医療器具に

は使用しないこと。 

・材質適合性に注意すること。ニッケルでメッキされた金属やステンレ

ス鋼では，1ヶ月にわたる長期の浸漬でわずかに変色が観察されたこと

がある。 

「Ｖ.治療に関する項目」を参照すること。 
 

Ⅷ 
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４. 用法及び用量に関

連する使用上の注

意とその理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. 慎重投与内容とそ

の理由 

 

６.重要な基本的注意

とその理由及び処

置方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜用法・用量に関連する使用上の注意＞ 

（１）医療器具等は使用後、速やかにじゅうぶん洗浄し水切りをしたのち、本

剤で消毒すること、［洗浄せずに直接本剤に医療器具等を浸漬すると、生

体組織や分泌物の付着が取れにくくなることがある。］ 

（２）本剤で消毒した後の医療器具のすすぎについては、じゅうぶんに行い、

水切りすること（「重要な基本的注意」の項参照）。 

（３）器具等の洗浄方法については、メーカーの推奨する方法や学会等のガイ

ドライン等を参照すること。 

（４）この用法・用量（5分浸漬）では、じゅうぶんな殺芽胞効果は期待できな

いので、注意すること。 

（５）洗浄水混入による濃度低下に注意すること。［ディスオーパ®テストスト

リップ等によりフタラール濃度が0.3％以上であることを確認し、使用す

ること。また、14日間を超えて使用しないこと。］ 

「Ｖ.治療に関する項目」を参照すること。 

 

該当しない。 

 

 

１.重要な基本的注意 

（１）人体には使用しないこと。 

（２）本剤にて消毒を行った軟性膀胱鏡、経食道心エコー（ＴＥＥ）プローブ

等の医療器具を使用した患者に、アナフィラキシーショック、食道・胃

の粘膜損傷、化学熱傷、口腔内の着色等の症状があらわれたとの報告21）

があるので、下記の点に注意すること。 

１）消毒終了後は多量の水で本剤を十分に洗い流すこと。 

２）細孔を有する等構造の複雑な器具類では、十分に洗浄されない恐れがあ

るので、特に注意すること。 

３）本剤又はフタラールに対し過敏症の既往歴のある者には、本剤にて消毒

を行った医療器具等を使用しないこと。 

（３）本剤を取り扱う際には、下記の点に注意すること。 

１）本剤またはフタラールに対し過敏症の既往歴のある者は、本剤を取り扱

わないこと。 

２）蛋白結合性があるので、本剤を素手で取り扱わないこと。また、人体に

直接接触しないよう注意すること。本剤を取り扱う場合には、ゴム手袋、

ゴーグル、ガウン等の保護具を装着すること。 
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７.相互作用 

１）併用禁忌とその

理由 

 

２）併用注意とその

理由 

 

８. 副作用 

１）副作用の概要 

 

２）重大な副作用と

初期症状 

 

３）その他の副作用 

 

４）項目別副作用発

現頻度及び臨床

検査値異常一覧 

 

５）基礎疾患、合併

症、重症度及び

手術の有無等背

景別の副作用発

現頻度 

 

６）薬物アレルギ－

に対する注意

及び試験法 

 

 

 

 

３）皮膚に付着したときは直ちに水で洗い流すこと。また、眼に入った場合

には、直ちに流水で15分以上洗った後、専門医の処置を受けること。コ

ンタクトレンズ装用の場合はコンタクトレンズをはずした後、十分な洗

眼を行い、専門医の処置を受けること。また、取り外したレンズは再使

用しないこと。 

 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

 

 

該当しない。 

 

 

 

 

 

「６．重要な基本的注意とその理由及び処置方法」を参照。 
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９. 高齢者への投与 

 

10. 妊婦、産婦、授乳

婦等への投与 

 

11.小児等への投与 

 

12. 臨床検査結果に及

ぼす影響 

 

13. 過量投与 

 

14. 適用上の注意 

 

15. その他の注意 

 

 

16. その他 

 

 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

 

 

 

該当しない。 

 

 

異物の混入を避けるため浸漬にはふた付き容器を用い、使用中はふたをする

こと。 
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Ⅸ 非臨床試験に関する項目 

 

１. 薬理試験  

１) 薬効薬理試験 

（「Ⅵ.薬効薬理に

関する項目」参照） 

 

２) 副次的薬理試験 

 

３) 安全性薬理試験 

 

４) その他の薬理試験 

 

 

 

 

 

２. 毒性試験５) 

１) 単回投与毒性試験 

 

 

 

 

 

 

２) 反復投与毒性試験 

 

 

 

  

「Ⅵ.薬効薬理に関する項目」参照。 

 

 

 

該当資料なし。 

 

該当資料なし。 

 

フタラール60/mg/kgの用量で、ラットの正常体温の低下、麻酔カニクイザルに

おいて血圧の低下、心拍数の増加、ラットの水及び電解質代謝において尿量の

低下、電解質排泄量の減少を来たした。しかし、いずれも高用量における作用

であることから、臨床使用においては危惧する作用は発現しないものと考えら

れる。 

 

 

雌雄の Crj:CD(SD)IGS ラットにおけるフタラールの概略の致死量は次の通り

であった。 
 

成分または製剤 経  口 吸    入 

フタラール 120 mg/kg  

0.53％フタラール溶液  ＞ 3,000 mg/m３,180 分 

 

１)ラット 13 週間経口投与試験 

Crl:CDBRラットにフタラール 0.5 mg/kg/日，5 mg/kg/日，50 mg/kg/日(雌

は 11 日以降 25 mg/kg/日に減量)を 13 週間強制経口投与した。50(25) 

mg/kg/日投与群で、体部腫脹、削痩、振戦、脱力状態、食欲欠乏、流涎、あ

えぎ様呼吸、粗毛等が認められた。無毒性量は 0.5 mg/kg/日と推定された。

２)イヌ 4 週間経口投与試験 

ビーグル犬にフタラール 0.18 mg/kg/日，0.6 mg/kg/日，1.8 mg/kg/日ま

たは 6 mg/kg/日，4 週間経口投与した。0.6 mg以上/kg/日投与群で嘔吐、

黒褐色便、軟便、流涎が認められたが、休薬により回復する可逆的な変化

であった。無毒性量は 0.18 mg/kg/日と推定された。 
 

Ⅸ 
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３) 生殖発生毒性試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４) その他の特殊毒

性 

 １)ラットにおける器官形成期投与試験 

Crl:CDBR 妊娠ラットにフタラール 10 mg/kg/日、20 mg/kg/日 および 40 

mg/kg/日を妊娠 6日から 15 日まで経口投与した。母動物に対する無毒性

量は 10 mg/kg/日以下、胎児については 20 mg/kg/日と推定された。40 

mg/kg/日まで投与しても胎児致死作用あるいは催奇形性作用は認められな

かった。 

２)ウサギにおける器官形成期投与試験 

Hra：(NZR)SPF妊娠ウサギにフタラール 2.5 mg/kg/日、5.0 mg/kg日、お

よび 10 mg/kg/日を妊娠 7日から 19 日まで経口投与した。母動物に対す

る無毒性量は 2.5 mg/kg/日以下、胎児については 5 mg/kg/日と推定され

た。10 mg/kg/日まで投与しても胎児致死作用あるいは催奇形性作用は認

められなかった。 

 

１)抗原性 

5 週令のSPF Hartley 雄モルモットの皮下に 0.1 mg/kg，0.5 mg/kg，2.5 

mg/kgまたは 25 mg/kgのフタラールを１回/週、3 週間投与した。能動全

身アナフィラキシー反応は認められなかった。4 時間受身皮内アナフィラ

キシー反応では、0.1 mg/kg 群では陰性であったが、0.5 mg/kg 群の5例

中１例、2.5 mg/kg 群の 5 例中 2 例、25 mg/kg 群の 5 例中１例に陽性

反応が認められた。48 時間受身皮内アナフィラキシー反応は認められな

かった。 

これらのことから、0.1 mg/kg の感作では、アナフィラキシー反応は誘発

されないと考えられる。 

２)皮膚感作性 

0.56％フタラール液を用い、皮膚閉塞塗布し、皮膚感作性試験を検討した結

果、皮膚感作性は認められなかった。 

３)光皮膚感作性 

7 週令のSPF Hartley 雄モルモットをフタラール液で１回/日、5 日間開放

塗布した。感作後 3 週目に誘発試験を行なった。フタラール液に光感作性

は認められなかった。 

４) 遺伝毒性 

① 復帰突然変異試験(Ames 試験) 

サルモネラ菌 TA 98，TA 100，TA 1535，TA 1537,ならびに大腸菌 WP2uvr 株

を用いた復帰突然変異試験で、代謝活性化の有無にかかわらず、0.78～

12.5 μg/plate のフタラールは遺伝子突然変異誘発性を示さなかった。
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  ② ＣＨＯ細胞を用いた遺伝子突然変異(HGPRT)試験 

チャイニーズ・ハムスター卵巣(CHO)細胞を用いて検討した結果、20μg/mLあ

るいは 30μg/mLのフタラールに暴露したＣＨＯ細胞の HGPRT 遺伝子座に

おいて、突然変異の誘導は陰性であった。 

③ ＣＨＯ細胞を用いた染色体異常試験 

チャイニーズ・ハムスター卵巣(CHO)細胞を用いて染色体異常を検討し

た。0.7 μg/mL, 1.3 μg/mL, 2.5 μg/mL, 5.0 μg/mLのフタラールによる

染色体異常出現率は、それぞれ 1 ％、3 ％、6 ％、7 ％、であった。

④ マウスにおける小核試験  

1.25 mg/kg，2.5 mg/kg または 5 mg/kgのフタラールを CD-1(ICR)系雄 

マウスの腹腔内に１回投与した。骨髄中の多染性赤血球に対する小核誘発

性は認められなかった。 

⑤ 初代培養ラット肝細胞における in vitro DNA 傷害/修復試験 

10-15 μg/mLまでのフタラールに暴露した場合、初代培養ラット肝細胞

における in vitro DNA 傷害/修復の誘導は陰性であった。 

５)眼一次刺激性 

0.56％フタラール液 0.1 mL を 11週令の雌雄 New Zealand whiteウサギ 

各 3 匹の左眼に点眼し、1、24、48、72 時間および 4 日後に眼障害性を

調べた結果、角膜および虹彩には異常は認められなかった。結膜には１時

間後から紅斑および分泌物が認められたが、4 日後には消失した。 

６)皮膚一次刺激性 

0.56％フタラール液 0.5 mL を１週令の雌雄 New Zealand whiteウサギ各

3 匹の正常皮膚に塗布し、ガーゼで覆い絆創膏で固定後 4 時間接触させ

た。適用後 30～60 分、24、48 および72 時間後に皮膚反応を評価した結

果、刺激性は認められなかった。 
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Ⅹ 管理的事項に関する項目 

 

１.規制区分 

 

２. 有効期間又は使用

期限 

 

３. 貯法・保存条件 

 

４.薬剤取扱い上の注

意点 

１) 薬局での取り扱い

について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２) 薬剤交付時の注意

(患者等に留意すべ

き必須事項等) 

 

５.承認条件等 

 

６.包  装 

 

 劇薬 

 

使用期限 

容器に表示。 

 

室温保存 

 

 

 

１)換気の良い場所で取り扱うこと。 

２)本剤を医療用器具・機器、装置の化学的殺菌・消毒以外の目的に使用しない

こと。 

３)衣服に付着したときには直ちに汚染した衣服を脱ぐこと。皮膚に付着したと

きには直ちに大量の水で洗い流すこと。［皮膚や衣服が黒色に変色し、洗っ

ても取れないことがある18)。］ 

４)誤飲を避けるため、保管及び取り扱いに十分注意すること。誤って飲み込ん

だ場合には、無理に吐かず、多量の水や牛乳を飲んだのち，専門医の処置を

受けること。 

５)氷結した場合には、常温で放置して自然にとかし、異常のないことを確かめ

たのち、使用すること。［加熱・加温しないこと］。 

６)開栓後は密栓して保管すること。 

７)本剤を廃棄する場合は、水で十分に希釈するか、グリシンで不活化22)した

のち、排水規制に従って廃棄すること。 

 

該当しない。 

 

 

 

該当しない。 

 

3.8 L  

 

Ⅹ 
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７. 容器の材質 

 

 

 

８.同一成分・同効薬 

 

９.国際誕生年月日 

 

10.製造販売承認年月日

及び承認番号 

 

 

 

11. 薬価基準収載年月日 

 

12. 効能又は効果追加、

用法及び用量変更追

加等の年月日及び 

その内容 

 

13. 再審査結果、再評

価結果公表年月日

及びその内容 

 

14. 再審査期間 

 

15.投薬期間制限医薬品

に関する情報 

 

16.各種コード 

 

17.保険給付上の注意 

 

 容  器：ポリエチレン 

中  栓：ポリエチレン 

キャップ：ポリプロピレン 

 

該当しない。 

 

1999年 7 月 5 日 

 

(１) 承認年月日 

 2001年10月 2 日 

(２) 承認番号 

21300AMY00444000 

 

対象外 

 

該当しない。 

 

 

 

 

該当しない。 

 

 

 

該当しない。 

 

該当しない。 

 

 

対象外 

 

該当しない。 
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ⅩⅡ 参考資料 

 

１. 主な外国での発売状

況 

 

 

 

 

 

２.海外における臨床支

援情報 

 Cidex® OPA (アメリカ、カナダ、イギリス、フランス、ドイツ、イタリア、ポ

ルトガル、スペイン、オーストリア、スイス、ギリシャ、ロシア、

南アフリカ、メキシコ、コロンビア、ペルー、チリ、アルゼンチ

ン、オーストラリア、ニュージーランド、インド、大韓民国、フィ

リピン、香港、台湾、ほか、全世界３７か国) 

 

 

該当しない。 
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ⅩⅢ 備 考 

 その他の関連資料   該当資料なし。 

  

ⅩⅢ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /@JustEditMark
    /00
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /AGENDAJinmeiGyoshotaiL1
    /AGENDAJinmeiPGyoshotaiL1
    /AGENDAJinmeiPSeikaishotaiL1
    /AGENDAJinmeiSeikaishotaiL1
    /AGENDAJinmeiSGyoshotaiL1
    /AGENDAJinmeiSSeikaishotaiL1
    /Algerian
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /Arnprior
    /Baskerville
    /Baskerville-Bold
    /Baskerville-BoldItalic
    /Baskerville-Italic
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BatangChe
    /Bauhaus93
    /Baveuse
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /Berylium
    /Berylium-BoldItalic
    /BinnerGothic
    /BlackadderITC-Regular
    /BlueHighway
    /BlueHighway-Bold
    /BlueHighwayCondensed
    /BlueHighwayDType
    /BlueHighwayLinocut
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /Botanical
    /BradleyHandITC
    /BritannicBold
    /Broadway
    /BrushScript
    /BrushScriptMT
    /BurnstownDam
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /CarbonBlock
    /Castellar
    /Centaur
    /Centaur-Italic
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldstyle-Bold
    /CenturyOldstyle-Italic
    /CenturyOldstyle-Roman
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbook-Italic
    /CFX01
    /CFX02
    /Chiller-Regular
    /cmti10-Regular
    /cmti12-Regular
    /cmti7-Regular
    /cmti8-Regular
    /cmti9-Regular
    /ColonnaMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CooperBlack
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothic-Light
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CreditValley
    /CreditValley-Bold
    /CreditValley-BoldItalic
    /CreditValley-Italic
    /CurlzMT
    /DCAiLine-W5-W3-WING-RKSJ-H
    /DCAiLine-W5-W3-WINP-RKSJ-H
    /DCAiLine-W5-W3-WIN-RKSJ-H
    /DCHigeMoji-W5-WING-RKSJ-H
    /DCHigeMoji-W5-WINP-RKSJ-H
    /DCHigeMoji-W5-WIN-RKSJ-H
    /DCYoseMoji-W7-WING-RKSJ-H
    /DCYoseMoji-W7-WINP-RKSJ-H
    /DCYoseMoji-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFBrushSQ-W12-WING-RKSJ-H
    /DFBrushSQ-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFBrushSQ-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFCraftYu-W7-WING-RKSJ-H
    /DFCraftYu-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFCraftYu-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFGanKaiSho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFGanKaiSho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFGanKaiSho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicP-W3-WING-RKSJ-H
    /DFGothicP-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicP-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicP-W5-WING-RKSJ-H
    /DFGothicP-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFGothicP-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-SU-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoKaiSho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFGyoKaiSho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFGyoKaiSho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoSho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFGyoSho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFGyoSho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WING-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-UB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKakuPop-W7-WING-RKSJ-H
    /DFKakuPop-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFKakuPop-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WIN-RKSJ-H
    /DFKinBun-W3-WING-RKSJ-H
    /DFKinBun-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFKinBun-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WING-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-SB-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W3-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W3-WING-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W5-WING-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFMinchoP-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFMincho-SU-WING-RKSJ-H
    /DFMincho-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFMincho-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WING-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFPGothic-EB-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFPPOP1-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W5-WIN-RKSJ-H
    /Dotum
    /DotumChe
    /EarwigFactory
    /EdwardianScriptITC
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /EngraversMT
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /ES01
    /EstrangeloEdessa
    /FelixTitlingMT
    /FootlightMTLight
    /ForteMT
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-BoldItalic
    /Garamond-Italic
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GGothIWA-Bd
    /GGothIWA-Bd-Plus
    /GGothIWA-HW-Bd
    /GGothIWA-HW-Md
    /GGothIWA-Md-Plus
    /Gigi-Regular
    /GillSans
    /GillSans-Bold
    /GillSans-BoldItalic
    /GillSans-CondensedBold
    /GillSans-Italic
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /GMinIWA-HW-Md
    /GMinIWA-Md-Plus
    /GNGoIWA-Bd-Plus
    /GNGoIWA-HW-Bd
    /GNGoIWA-HW-Md
    /GNGoIWA-Md-Plus
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudyStout
    /GRGothIWA-HW-Md
    /GRGothIWA-Md
    /GRGothIWA-Md-Plus
    /GTxtIWA-Bd-Plus
    /GTxtIWA-Dm-Plus
    /GTxtIWA-HW-Bd
    /GTxtIWA-HW-Dm
    /GTxtIWA-HW-Lt
    /GTxtIWA-Lt-Plus
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HarlowSolid
    /Harrington
    /HGArisawaKaishotai
    /HGBouquet
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGHagoromoE
    /HGHakushuGyososhotai
    /HGHakushuSekitokaishotai
    /HGHeiseiKakugothictaiW7
    /HGHeiseiKakugothictaiW9
    /HGHeiseiKakugoW9L
    /HGHeiseiMinchotaiW9
    /HGHigemoji
    /HGKasaneKakugothicH
    /HGKyokashotai
    /HGKyokusuiE
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPArisawaKaishotai
    /HGPBouquet
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPHakushuGyososhotai
    /HGPHakushuSekitokaishotai
    /HGPHeiseiKakugothictaiW7
    /HGPHeiseiKakugothictaiW9
    /HGPHeiseiMinchotaiW9
    /HGPHigemoji
    /HGPKasaneKakugothicH
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSeikaishotai
    /HGPSoeiIorishotai
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSArisawaKaishotai
    /HGSBouquet
    /HGSeikaishotai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSekiEngeimoji
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSHakushuGyososhotai
    /HGSHakushuSekitokaishotai
    /HGSHeiseiKakugothictaiW7
    /HGSHeiseiKakugothictaiW9
    /HGSHeiseiMinchotaiW9
    /HGSHigemoji
    /HGSKasaneKakugothicH
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiIorishotai
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSeikaishotai
    /HGSSoeiIorishotai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGTakahashiReishotai
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /HurryUp
    /Impact
    /ImprintMT-Shadow
    /InformalRoman-Regular
    /Iwata-Chumaru-Gothic
    /Iwata-Futomaru-Gothic
    /Jokerman-Regular
    /JuiceITC-Regular
    /JustEditMark
    /Kredit
    /KristenITC-Regular
    /KunstlerScript
    /KyokaICAPro-Light
    /KyokaICAPro-Medium
    /KyokaICAPro-Regular
    /Latha
    /LatinWide
    /LetterGothic
    /LetterGothic-Bold
    /LetterGothic-BoldOblique
    /LotusWPBox-Roman
    /LotusWPIcon-Roman
    /LotusWPIntA-Roman
    /LotusWPIntB-Roman
    /LotusWPType-Roman
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /Lydian
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-Regular
    /Mangal
    /MathA
    /MathB
    /MathC
    /MaturaMTScriptCapitals
    /MicrosoftSansSerif
    /MinchoIWA-Th
    /MingLiU
    /MinyaNouvelle
    /MinyaNouvelleBold
    /MinyaNouvelleBoldItalic
    /MinyaNouvelleItalic
    /Mistral
    /Modern-Regular
    /MonotypeCorsiva
    /MonotypeSorts
    /MS01
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MS-UIGothic
    /Myriad-BdWeb
    /Myriad-CnItWeb
    /Myriad-CnWeb
    /Myriad-ItWeb
    /Myriad-Web
    /Neuropol
    /NewGulim
    /NewsGothic
    /NewsGothic-Bold
    /NewsGothic-Condensed
    /NewsGothic-Italic
    /NiagaraEngraved-Reg
    /NiagaraSolid-Reg
    /Nimrod
    /Nimrod-Bold
    /Nimrod-BoldItalic
    /Nimrod-Italic
    /NSimSun
    /OCRAExtended
    /OCRB
    /OCR-B
    /OldEnglishTextMT
    /Onyx
    /Osaka
    /Osaka-Mono
    /Osaka-UI
    /PalaceScriptMT
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /PhotinaCasualBlack
    /PlanetBenson2
    /Playbill
    /PMingLiU
    /PoorRichard-Regular
    /Pristina-Regular
    /Pupcat
    /RageItalic
    /Ravie
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /Rockwell-Light
    /Rockwell-LightItalic
    /ScriptMTBold
    /ShowcardGothic-Reg
    /SILDoulosIPA93Bold
    /SILDoulosIPA93BoldItalic
    /SILDoulosIPA93Italic
    /SILDoulosIPA93Regular
    /SILManuscriptIPA93Bold
    /SILManuscriptIPA93BoldItalic
    /SILManuscriptIPA93Italic
    /SILManuscriptIPA93Regular
    /SILSophiaIPA93Bold
    /SILSophiaIPA93BoldItalic
    /SILSophiaIPA93Italic
    /SILSophiaIPA93Regular
    /SimHei
    /SimSun
    /SnapITC-Regular
    /Stencil
    /Stereofidelic
    /SybilGreen
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /Teen
    /Teen-Bold
    /Teen-BoldItalic
    /Teen-Italic
    /TeenLight
    /TeenLight-Italic
    /TempusSansITC
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-CondensedMedium
    /TwCenMT-Medium
    /TwCenMT-MediumItalic
    /TxtIWA-Bd-V3
    /TxtIWA-Hv-V3
    /TxtIWA-HW-Hv
    /USPSBarCode
    /Val-Blanc-Bold
    /VelvendaCooler
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /VerdanaRef
    /VinerHandITC
    /Vivaldii
    /VladimirScript
    /Waker
    /WarnockPro-Bold
    /WarnockPro-BoldCapt
    /WarnockPro-BoldDisp
    /WarnockPro-BoldIt
    /WarnockPro-BoldItCapt
    /WarnockPro-BoldItDisp
    /WarnockPro-BoldItSubh
    /WarnockPro-BoldSubh
    /WarnockPro-Capt
    /WarnockPro-Disp
    /WarnockPro-It
    /WarnockPro-ItCapt
    /WarnockPro-ItDisp
    /WarnockPro-ItSubh
    /WarnockPro-Light
    /WarnockPro-LightCapt
    /WarnockPro-LightDisp
    /WarnockPro-LightIt
    /WarnockPro-LightItCapt
    /WarnockPro-LightItDisp
    /WarnockPro-LightItSubh
    /WarnockPro-LightSubh
    /WarnockPro-Regular
    /WarnockPro-Semibold
    /WarnockPro-SemiboldCapt
    /WarnockPro-SemiboldDisp
    /WarnockPro-SemiboldIt
    /WarnockPro-SemiboldItCapt
    /WarnockPro-SemiboldItDisp
    /WarnockPro-SemiboldItSubh
    /WarnockPro-SemiboldSubh
    /WarnockPro-Subh
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /YentiEG-Medium-SJIS
    /YentiEGP-Medium-SJIS
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 2400
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 2400
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 2400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice



 
 
    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの前
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
            
       D:20100402111954
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     1
     Tall
     86
     237
    
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     BeforeCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





